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日中未来創発ワークショップ
参加者を募集します！

日中国交正常化50周年記念日中国交正常化50周年記念
日中未来創発ワークショップ

次世代を担う日中の学生たちが未来に視点をおき、日本と中国のさまざまな分野の協力の可能性について、

その課題や解決策を話し合います。２日間のワークショップの対話を通じて

お互いの背景や考え方に理解を深め、新たな気づきや価値観が生まれることを目指します。

参加無料

日本人学生・中国人留学生の方
日本と中国の未来の協力の可能性を考えてみたい方
国籍、性別、年齢は問いません
会場にお越しいただける方
２日間を通して参加できる方

30名程度 
※応募多数の場合は抽選を行います。落選の方にもご案内をさせていただきます。
※コロナ感染拡大などの状況により完全オンライン開催となる可能性があります。
※応募結果と開催要項（オンラインに変更等）は、８月末までにご連絡いたします。
※応募フォームに記載された個人情報は厳重に取り扱うものとします。
※ワークショップ会場では記録用に撮影を行いますのでご了承ください。

〒107-8404
東京都港区赤坂1丁目2番2号
日本財団ビル ２階　会議室
南北線・銀座線「溜池山王」駅９番出口
銀座線「虎ノ門」駅３番出口 　各徒歩５分

溜池山王駅

虎ノ門駅

虎ノ門病院

外堀通り

虎ノ門
ヒルズ駅

C１

１

8月26日（金）までに
応募フォームから
お申し込みください。

主催：公益財団法人笹川平和財団　笹川日中友好基金　　　協力：公益財団法人日本科学協会、京論壇、日中学生会議
お問い合わせ窓口：日中未来創発ワークショップ事務局　        spfpr@spf.or.jp

※ご不明な点等ございましたらお気軽にお問い合わせください。

※講演タイトルは変更になる可能性があります。

9 月 6 日（火）10：00 ～16：30１日目
お互いを知り、チームを作り、一緒に取り組む「問い」を見つけます。

9 月 9 日（金）13：00 ～17：302日目
「問い」から「ありたい未来」を描き、実現するための「アイディア」をまとめます。



企画・運営協力：株式会社フューチャーセッションズ
お問い合わせ窓口：日中未来創発ワークショップ事務局        spfpr@spf.or.jp

日本能率協会総合研究所　
MDB事業本部  エグゼクティブフェロー

菊池 健司氏
民間企業、官公庁、独立行政法人、大学、自治体
等からの要請に応じ、公開情報を中心とした情報
提供業務に長年携わる。リサーチ力を基盤とした
企業の未来戦略・新規事業策定の支援を中心に、
情報収集・活用手法のセミナー・研修、未来予測・
未来ライフスタイル、特定ビジネスに関する将来
トレンド解説、人材育成等を日々実施している。

基調講演 登壇者

36Kr ジャパン・パートナー
王 瑩影（ワン・インイン）氏

2010 年に北京外国語大学日本語学科を卒業し、
中国TOP大学に特化した日本企業向けの新卒採用
支援プログラム「AHRP」に参加した。2015年に
来日し、広告会社や不動産投資会社を経て19年に
36Kr Japan の創業メンバーとして入社した。
現在は中国テック企業の最新動向を紹介する
メディア業務全般を担当。

未来創発
ワークショップ タイムスケジュール

1989 年に設立された日中間最大規模の民間基金。日中
両国民の相互理解促進、人を育て、協力を重ね、未来を
創る方針のもと、政治家交流、防衛交流、学術交流、人材
育成、日本語教育支援など幅広い活動を展開している。

公益財団法人笹川平和財団　笹川日中友好基金

公益財団法人日本科学協会

京論壇

日中学生会議
1986年に日本人学生有志が設立した学生交流団体。
毎年 8月、日中の学生がテーマ別の分科会に分かれて
議論を行っている。「日中友好へ、学生の挑戦。」という
理念の下、妥協のない本音の対話、課題解決に向けた
話し合いを通じて、単なる交流に終わらない、深層からの
相互の理解を目指している。

2005年に東大と北京大の学生が創設した学生交流団体。
毎年、日中両国の社会課題について「学生ならではの視点」
から徹底的に議論し、その成果を報告会・シンポジウム・
出版などを通じて発信し、両国の深い相互理解の達成への
一助となることを目指している。

1924年に科学者の相互協力と科学知識の普及を目的と
して設立。「日中未来共創プロジェクト」は、中国の大学への
日本語図書寄贈、日本知識大会、日本研究論文コンクール、
Panda 杯全日本青年作文コンクールなど日中両国の将来
世代の相互理解を促進する多様な活動を展開している。

9月 6日（火）10：00 ～16：30１日目

9：30 受付開始

受付開始

11：50 事務局連絡

11：40 ワークショップイントロダクション

12：00 昼食

14：00 休憩（10分）

16：30 事務局連絡

10：00

13：00 ワークショップⅠ
　ワールドカフェ

10：20 基調講演　
▶最新のDX事例と未来を拓く発想方法　
 菊池 健司氏 日本能率協会協会総合研究所
  MDB事業本部エグゼクティブフェロー

▶日中DXから見る未来の協力の可能性について
 王 瑩影氏 36Kr ジャパン・パートナー

ワークショップⅡ
　グループ作り
　グループ対話
　クロージング

司会挨拶、事務局連絡
開会挨拶  安達 一　 笹川平和財団常務理事

ワン インイン

15：00

13：00 ワークショップⅢ
　イントロダクション
　ブレインストーミング
　全体共有

16：30

16：00 各チーム発表準備

17：20 閉会挨拶　角南 篤　 笹川平和財団理事長

9月 9日（金）13：00 ～17：30２日目

休憩（10分）
　クイックプロトタイピング
　クロージング

各チーム発表
講評  高原 明生　 東京大学 大学院法学政治学研究科 教授

※プログラムは変更になることがあります。
※ワークショップ会場は、午前10：00より開放します。
　グループ内の対話や他のグループとの交流の場としてご利用いただけます。

12：30


